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研究内容： 無限次代数拡大上の Diophantus 解析 

 専門は整数論、特に Diophantus 解析です。Diophantus 解析とは、方程式の整数の解を考える問題(例えば三平方の

定理や Fermat の最終定理)に由来する疑問に対して、微分積分等の道具を使って取り組む分野です。 

 私は整数の解に限らず、√𝟐 や√𝟑 といった数を沢山含んだ数の世界（無限次代数拡大）の中で解を考える問題に取

り組んでいます。無限次代数拡大は、類体論や岩澤理論といった現代整数論の主流の中でも重要な役割を演じてお

り、重要な研究対象です。 

 例えば、𝒙𝟐 + 𝒚𝟐 = 𝟐𝟓 という方程式の整数解を考えると、𝒙𝟐, 𝒚𝟐 ≤ 𝒙𝟐 + 𝒚𝟐 = 𝟐𝟓 である事から|𝒙|, |𝒚| ≤ √𝟐𝟓 = 𝟓 

となり、後は絶対値が 5 以下である整数を全て調べる事で求める事が出来ます。この解答は、絶対値が 5 以下の整数

が有限個である事、即ち絶対値が整数に対して良い有限性を持つ事が本質的です。私の研究目標は、このような有限

性を無限次代数拡大に対しても与え、実際に方程式の解を求める問題に応用する事です。無限次代数拡大の有限性

を反映する「Northcott 数」と呼ばれる実数が存在します。この数は、7 年程の間「存在はするけど具体的に計算は出来

ていない」という状態が続いていましたが、私は共同研究にて、この Northcott 数を具体的に計算する事に成功しまし

た。また、この Northcott 数を、「相対無限次代数拡大」や「無限次代数拡大上の行列環」といった対象にも拡張し、これ

等に対しても幾つかの計算例を与えました。 

 今後の研究目標は、このNorthcott 数の計算を主軸に、より広い無限次代数拡大上のDiophantus解析の問題に取り

組む事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


